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研究課題名「抗菌薬適正使用支援チーム(AST)による prospective audit and feedback(PAF)の

効果に関する長期評価」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2013年 4月から 2026年 5月の間に、名古屋医学医学部附属病院で

抗緑膿菌活性のある抗菌薬もしくはアミノグリコシド系（ゲンタマイシン、アミカマイ

シン、エクサシン、トブラマイシン）抗菌薬を投与された方です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

名古屋大学医学部附属病院抗菌薬適正使用支援チーム(AST)では、2013年 4月から抗

菌薬適正使用推進のため、抗緑膿菌活性を有する抗菌薬を開始する全例を対象に投与

開始前の培養検査提出と腎機能別投与量について ASTが評価とフィードバックを実施

しています。2019年 1月以降は、抗菌薬投与開始 4日目に判明している培養検査結果

に応じた薬剤選択の適正評価を行い、抗菌薬治療の最適化を図る試みを開始しまし

た。評価とフィードバック開始後の主科の抗菌薬適正使用に関する診療科の行動変容の評

価を行います。 

 

研究方法： 

評価とフィードバックは届出抗菌薬開始翌営業日に薬剤師が行う投与開始前の培養検

査実施状況と腎機能別投与量の評価に加え、4日目に医師が行う培養結果に応じた薬

剤選択の適正評価で実施します。2013年 4月から 2026年 5月に ASTが介入した

PAF症例を対象に PAF件数、培養検査実施率、投与量評価の内訳と変更提案受諾

率、薬剤選択適正評価の内訳と変更提案受諾率を評価します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2032  年 12 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 情報：抗菌薬投与時の年齢、性別、身長、体重、投与方法、投与量、投与期間、血液等

から検出された微生物、血液検査値(血清クレアチニン)、病歴 等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 



 

 

 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。ただし、実施承認

日から 1ヶ月間に限り対応可能です。 

 

 

  連絡先： 

  住所 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65 

    電話 052-744-2674 

    研究担当者 名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 北川 佳奈子 

研究責任者 名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 池末 裕明 


